
東京都済生会中央病院健康デザインセンター長
白波瀬　丈一郎

（聞き手　齊藤郁夫）

職場復帰支援における「無人地帯 no-man’s-land」

　齊藤　職場復帰支援についてうかが
います。先生は無人地帯という表現を
されていますが、それは後ほどうかが
います。疾患で休んでいる方がそろそ
ろ職場に戻るというときに、産業医が
面談する機会もありますが、その場合
のポイントはなんですか。
　白波瀬　ポイントとしては、職場復
帰準備性と再発予防の２つです。職場
復帰準備性は、職場に戻る準備が整っ
ているかどうかですが、これは、病気
の回復具合、生活リズム、そして活動
性と作業能力という３つの側面から、
本人が仕事に戻る準備が整っているか
どうかを評価します。
　齊藤　もう一つが再発予防策ですね。
　白波瀬　はい。
　齊藤　まず最初の、復帰できるかど
うかということで、病気の状態は主治
医に基本的にはお任せだと思うのです
が、メンタル疾患ですと、SSRI、睡眠
薬、あるいは抗不安薬といった多くの
薬をのんでいる方と、薬がだいぶ少な
くなっている方がいますが、その辺は

精神科の産業医はどのように評価しま
すか。
　白波瀬　少し意外に思われるかもし
れませんが、病気や薬の詳しい種類に
はあまり踏み込みません。言葉が適切
ではないかもしれませんが、ある種 
「素人目線」で、「この人、働けそうだ
な」という病気の状態なのか、「いや
いや、まだ病気の具合が悪そうだ」な
のか、そういう大づかみな印象を大切
にします。
　齊藤　基本的には主治医の判断を尊
重していくのですね。
　白波瀬　はい。
　齊藤　生活リズムについては生活記
録をしてもらって、見ていくのでしょ
うか。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。生
活活動記録表をつけていただいて、そ
れを一緒に確認するという作業を行い
ます。
　齊藤　活動性とか作業能力の評価に
ついて、具体的にはどのようにします
か。

　白波瀬　これは産業医にもぜひ活用
していただきたい方法で、我々は「新
聞課題」と呼んでいます。新聞といっ
ても、ネットの記事でもいいのですが、
400字程度の記事をまず見つけて、そ
れを手書きで写すという作業をしてい
ただきます。次に、その記事について
の感想を800字程度に書いていただき
ます。感想ということが大事で、まと
め・要約にならないようにと強調しま
す。この一連の作業を１時間で行うの
を目標にして、１日２セット行ってい
ただきます。
　この課題には幾つかの狙いがありま
す。一つは、記事を選ぶということで
す。この選ぶというのが実はけっこう
ハードルが高いのです。迷ってなかな
か決められないことがしばしばありま
す。その意味で、判断力を見ることが
できると思います。次に手書きという
ことです。これは集中力を見ることが
できると思います。注意力が途切れる
と誤字や書き損じに表れます。そして、
最後が感想です。その記事の内容をご
自身なりにそしゃくして、自分の意見
としてまとめあげる、そういう作業能
力が整っているかどうかを確認します。
　ただし、「新聞課題」はいわゆるデ
スクワークをしている方々向けの課題
です。いわゆる製造業などに携わって
いる方々には、また違う課題を行って
いただく必要があると思います。私が
関わっている企業が、デスクワーク系

の業務が中心であるため、この課題を
行っています。
　齊藤　手書きということがポイント
ですか。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。い
つもはパソコンを使っている方に、あ
えて慣れない手書きをお願いしていま
す。そうすることで、集中力に加えて、
ある種の負荷にどのくらい対応できる
かを見ています。
　齊藤　例えば政治問題、経済、ある
いはスポーツとか、いろいろ移り変わ
ってもらうのでしょうか。それとも、
同じようなポイントでずっと行っても
らうのでしょうか。
　白波瀬　私たちは、ご自身で好きな
記事を選んでいただいてよいですよと
伝えています。そうすることで、作業
能力だけでなく、人となりといいます
か、どんなことに興味がある方なのか
がわかります。それ自体は、復帰判断
にはあまり関係しませんが、信頼関係
を作るという意味では大切だと考えま
す。「あなたは、こういうことが好き
で興味があるのですね」というやり取
りをすることで、社員の方も安心した
り、信頼してくださったりという効果
があると思います。
　齊藤　再発予防についてはどういう
ことがポイントになりますか。
　白波瀬　これはあまり難しく考えて
いただかないのがよいと思います。本
人が考える再発予防が、ご自身の課題

職域精神保健の課題（Ⅲ）
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東京都済生会中央病院健康デザインセンター長
白波瀬　丈一郎

（聞き手　齊藤郁夫）

職場復帰支援における「無人地帯 no-man’s-land」

　齊藤　職場復帰支援についてうかが
います。先生は無人地帯という表現を
されていますが、それは後ほどうかが
います。疾患で休んでいる方がそろそ
ろ職場に戻るというときに、産業医が
面談する機会もありますが、その場合
のポイントはなんですか。
　白波瀬　ポイントとしては、職場復
帰準備性と再発予防の２つです。職場
復帰準備性は、職場に戻る準備が整っ
ているかどうかですが、これは、病気
の回復具合、生活リズム、そして活動
性と作業能力という３つの側面から、
本人が仕事に戻る準備が整っているか
どうかを評価します。
　齊藤　もう一つが再発予防策ですね。
　白波瀬　はい。
　齊藤　まず最初の、復帰できるかど
うかということで、病気の状態は主治
医に基本的にはお任せだと思うのです
が、メンタル疾患ですと、SSRI、睡眠
薬、あるいは抗不安薬といった多くの
薬をのんでいる方と、薬がだいぶ少な
くなっている方がいますが、その辺は

精神科の産業医はどのように評価しま
すか。
　白波瀬　少し意外に思われるかもし
れませんが、病気や薬の詳しい種類に
はあまり踏み込みません。言葉が適切
ではないかもしれませんが、ある種 
「素人目線」で、「この人、働けそうだ
な」という病気の状態なのか、「いや
いや、まだ病気の具合が悪そうだ」な
のか、そういう大づかみな印象を大切
にします。
　齊藤　基本的には主治医の判断を尊
重していくのですね。
　白波瀬　はい。
　齊藤　生活リズムについては生活記
録をしてもらって、見ていくのでしょ
うか。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。生
活活動記録表をつけていただいて、そ
れを一緒に確認するという作業を行い
ます。
　齊藤　活動性とか作業能力の評価に
ついて、具体的にはどのようにします
か。

　白波瀬　これは産業医にもぜひ活用
していただきたい方法で、我々は「新
聞課題」と呼んでいます。新聞といっ
ても、ネットの記事でもいいのですが、
400字程度の記事をまず見つけて、そ
れを手書きで写すという作業をしてい
ただきます。次に、その記事について
の感想を800字程度に書いていただき
ます。感想ということが大事で、まと
め・要約にならないようにと強調しま
す。この一連の作業を１時間で行うの
を目標にして、１日２セット行ってい
ただきます。
　この課題には幾つかの狙いがありま
す。一つは、記事を選ぶということで
す。この選ぶというのが実はけっこう
ハードルが高いのです。迷ってなかな
か決められないことがしばしばありま
す。その意味で、判断力を見ることが
できると思います。次に手書きという
ことです。これは集中力を見ることが
できると思います。注意力が途切れる
と誤字や書き損じに表れます。そして、
最後が感想です。その記事の内容をご
自身なりにそしゃくして、自分の意見
としてまとめあげる、そういう作業能
力が整っているかどうかを確認します。
　ただし、「新聞課題」はいわゆるデ
スクワークをしている方々向けの課題
です。いわゆる製造業などに携わって
いる方々には、また違う課題を行って
いただく必要があると思います。私が
関わっている企業が、デスクワーク系

の業務が中心であるため、この課題を
行っています。
　齊藤　手書きということがポイント
ですか。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。い
つもはパソコンを使っている方に、あ
えて慣れない手書きをお願いしていま
す。そうすることで、集中力に加えて、
ある種の負荷にどのくらい対応できる
かを見ています。
　齊藤　例えば政治問題、経済、ある
いはスポーツとか、いろいろ移り変わ
ってもらうのでしょうか。それとも、
同じようなポイントでずっと行っても
らうのでしょうか。
　白波瀬　私たちは、ご自身で好きな
記事を選んでいただいてよいですよと
伝えています。そうすることで、作業
能力だけでなく、人となりといいます
か、どんなことに興味がある方なのか
がわかります。それ自体は、復帰判断
にはあまり関係しませんが、信頼関係
を作るという意味では大切だと考えま
す。「あなたは、こういうことが好き
で興味があるのですね」というやり取
りをすることで、社員の方も安心した
り、信頼してくださったりという効果
があると思います。
　齊藤　再発予防についてはどういう
ことがポイントになりますか。
　白波瀬　これはあまり難しく考えて
いただかないのがよいと思います。本
人が考える再発予防が、ご自身の課題

職域精神保健の課題（Ⅲ）
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と環境の課題とがどのくらいバランス
が取れているか。自分だけが悪かった
と一方的に責任を負うのでもなく、と
にかく全部会社が悪いと責めるのでも
なく、バランスが取れているかを見ま
す。また、職場の方に話を聞ける場合
は、本人が調子を崩した理由、課題は
何だと思いますかということを尋ねま
す。本人の考えと、職場の方の考えが
どのくらい一致しているかも、とても
重要だと思います。
　齊藤　本人が自分のことを客観的に
見ていけるかがポイントなのでしょう
か。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。
　齊藤　復職できたとして、その後の
フォローはどうなりますか。
　白波瀬　職場復帰は、ある意味仕事
に戻ってからが本番だと思います。そ
の方が、本来果たしてほしいと期待さ
れている役割を再び担えるようになる
のを目標に、段階的に業務負荷を上げ
ていきます。このプロセスをだいたい
６カ月をめどに進めていきます。
　齊藤　本人との面談で、どのぐらい
できているかということと、もう一つ
は職場の方ともコミュニケーションす
ることになりますか。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。職
場の方から見えている状態と、本人が
認識している状態に違いがないかを確
認します。表現を変えると、この２つ
が一致するように、私たちは本人の支

援を行っていきます。本人は「やれて
いる」と思っていても、職場の方は 
「どうも仕事がはかどらない様子だ」
と感じていることがある。そういうと
きは、「あなたはできていると感じて
いるようですが、職場からみるともう
少し頑張る必要があるらしい。どうで
しょう、もう少し頑張れそうですか。
それとも、ちょっと荷が重いですか」
といった具合に、すり合わせを行いま
す。本人が頑張るとおっしゃる場合は、
期限を決めて、例えば「じゃあ、あと
１カ月経過をみて、その結果でまた相
談しましょう」という対応をします。
　齊藤　その中で、本人の調子がいま
一つ上がらないというときに、なかな
か１カ月では戻らないという場合、も
う１回仕切り直しという判断にもなり
ますか。
　白波瀬　そういう場合は、やはり本
人に率直にお話ししなくてはいけない
と思います。「あなたはしっかり仕事
ができているとおっしゃるけれども、
周りからみると必ずしも本調子にはみ
えないようです。このまま働きながら
立て直しを図るか、あるいは一度休ん
で仕切り直しをするか、その辺りを相
談しましょう」という提案をします。
　齊藤　最後に、タイトルで無人地帯
と表現されていますが、どういうこと
でしょうか。
　白波瀬　職場復帰支援は、主治医だ
けでも、産業医だけでも、職場の方々

だけでも、そして人事の方々だけでも
うまくはいきません。みんなが協力し
ていく必要があります。ところが、主
治医の中には企業と関わることに警戒
心を持っておられる医師もいます。ま
た、職場の方にしても人事の方にして
も、下手に関わって本人が調子を崩し
てしまったりしたら責任を問われるの
ではという不安があったりして、なか
なか協力が得られなかったりします。

用心して尻込みしてしまう、その状況
を表す意味で「無人地帯」という言葉
を使っています。
　齊藤　知恵を絞ってやっていく。そ
の中で産業医がコーディネートすると
いうことになるのでしょうか。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。産
業医にはぜひその役割を担っていただ
きたいと思います。
　齊藤　ありがとうございました。
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と環境の課題とがどのくらいバランス
が取れているか。自分だけが悪かった
と一方的に責任を負うのでもなく、と
にかく全部会社が悪いと責めるのでも
なく、バランスが取れているかを見ま
す。また、職場の方に話を聞ける場合
は、本人が調子を崩した理由、課題は
何だと思いますかということを尋ねま
す。本人の考えと、職場の方の考えが
どのくらい一致しているかも、とても
重要だと思います。
　齊藤　本人が自分のことを客観的に
見ていけるかがポイントなのでしょう
か。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。
　齊藤　復職できたとして、その後の
フォローはどうなりますか。
　白波瀬　職場復帰は、ある意味仕事
に戻ってからが本番だと思います。そ
の方が、本来果たしてほしいと期待さ
れている役割を再び担えるようになる
のを目標に、段階的に業務負荷を上げ
ていきます。このプロセスをだいたい
６カ月をめどに進めていきます。
　齊藤　本人との面談で、どのぐらい
できているかということと、もう一つ
は職場の方ともコミュニケーションす
ることになりますか。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。職
場の方から見えている状態と、本人が
認識している状態に違いがないかを確
認します。表現を変えると、この２つ
が一致するように、私たちは本人の支

援を行っていきます。本人は「やれて
いる」と思っていても、職場の方は 
「どうも仕事がはかどらない様子だ」
と感じていることがある。そういうと
きは、「あなたはできていると感じて
いるようですが、職場からみるともう
少し頑張る必要があるらしい。どうで
しょう、もう少し頑張れそうですか。
それとも、ちょっと荷が重いですか」
といった具合に、すり合わせを行いま
す。本人が頑張るとおっしゃる場合は、
期限を決めて、例えば「じゃあ、あと
１カ月経過をみて、その結果でまた相
談しましょう」という対応をします。
　齊藤　その中で、本人の調子がいま
一つ上がらないというときに、なかな
か１カ月では戻らないという場合、も
う１回仕切り直しという判断にもなり
ますか。
　白波瀬　そういう場合は、やはり本
人に率直にお話ししなくてはいけない
と思います。「あなたはしっかり仕事
ができているとおっしゃるけれども、
周りからみると必ずしも本調子にはみ
えないようです。このまま働きながら
立て直しを図るか、あるいは一度休ん
で仕切り直しをするか、その辺りを相
談しましょう」という提案をします。
　齊藤　最後に、タイトルで無人地帯
と表現されていますが、どういうこと
でしょうか。
　白波瀬　職場復帰支援は、主治医だ
けでも、産業医だけでも、職場の方々

だけでも、そして人事の方々だけでも
うまくはいきません。みんなが協力し
ていく必要があります。ところが、主
治医の中には企業と関わることに警戒
心を持っておられる医師もいます。ま
た、職場の方にしても人事の方にして
も、下手に関わって本人が調子を崩し
てしまったりしたら責任を問われるの
ではという不安があったりして、なか
なか協力が得られなかったりします。

用心して尻込みしてしまう、その状況
を表す意味で「無人地帯」という言葉
を使っています。
　齊藤　知恵を絞ってやっていく。そ
の中で産業医がコーディネートすると
いうことになるのでしょうか。
　白波瀬　おっしゃるとおりです。産
業医にはぜひその役割を担っていただ
きたいと思います。
　齊藤　ありがとうございました。
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